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事故を防ぐためのポイント！ 
 

・家の中は、こどもの目の高さで危険がないか、チェックしましょう。 

・電池は、鍵のかかる引き出しやこどもの手の届かない場所でパッケー         

ジに入れたまま保管しましょう。 

・こどもが飲み込めそうなものがこどもの手の届くところにないか、日

頃から整理整頓をこころがけましょう。 

・こどもから見えるところで電池交換はしないようにしましょう。 

東京消防庁管内では、毎年約1,000人の乳幼児が、窒息や誤飲により救急

車で搬送されています。窒息は、放置すれば死に至る危険な事故です。 
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 熱中症かな？と思ったときは… 

       東京消防庁救急相談センターもご活用ください！ 

 熱中症は、重症化すると生命の危険を伴います。 

 熱中症になる前に対策を取り、熱中症予防を心がけましょう！ 
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 令和７年４月、氷川小学校と古里小学校で「第７４回はたらく消防の写

生会」が行われました。各校から選出された作品（レプリカ）の展示を下

記の期間・場所で行います。みなさま、ぜひご来場ください！ 

※奥多摩消防署ホームページにも掲載しています！ 

 

期 間 令和７年８月１４日(木)から９月３日(水)まで 

場 所 奥多摩町福祉会館（氷川１９９） 

    奥多摩町子ども家庭支援センター（小丹波１０８） 

    水と緑のふれあい館（原５）  

    奥多摩消防署 （氷川９５２） 

氷川小学校 

古里小学校 

第７４回はたらく消防の写生会 選出作品展示について 

 

 奥多摩消防少年団とは、防火・防災の知識技術を身に

つけ、未来の防災リーダー育成を目的としています。ま

た、規律ある活動を通じて、社会のルールを守り、思い

やりの心を持った大人に育つよう活動に取り組んでいま

す。小１～小６のお子さんの参加をお待ちしています！ 

※お問い合わせは、奥多摩消防署防災救急係まで 

（０４２８－８３ー２２９９）  


